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１．問題・目的

　現代の日本では少子化が進んでいる。高度経済
成長期やそれ以前にはあたりまえのように子ども
がそこここにおり、子どもを育てることは「多数
派」の所作であった。しかし現在では子どもを育
てることも「少数派」になってしまい、子育てに
は以前に増して困難が生じるようになった。
　困難が生じた場合、親が自分の力で解決するこ
とができればよいのだが、その内容や程度によっ
ては自分（たち）だけで解決することが難しい場
合もある。そのようなとき、子育て中の親は誰に
相談したらいいのだろうか。
　これまでの研究としては、育児中の母親の相
談相手について報告している勝木，森川，井上

（2008）の研究がある。この研究の結果では、相
談相手として最も多かったのがパートナー（配
偶者）で64.8%（複数選択可）、つづいて子ども
の祖父母（63.7%）、知人（33.1%）、他の親戚

（26.2%）、医師・保健師・看護師（3.4%）となっ
ていた。また、土江田，中川，土屋，永森，小林，

堀内（2007）の研究では、相談相手として配偶者、
友人・知人、自分の親の順で選ばれていると報告
されている。また、厚生労働省の乳児健康度に関
する継続的比較研究（厚生労働省,2010）によれ
ば、母親の育児の相談相手は配偶者79%、祖父母
67%、友人66%、保育士・幼稚園の先生25%、近
所の人14％、かかりつけの医師10%、保健師・助
産師４%（複数選択可）で、近所の人以外は10年
前の調査と比較して各数値が10ポイントから20ポ
イント程度上昇していた。また、これらの数値に
ついて、子どもの年月齢で大きな差異は認められ
ていない。
 このように先行研究では、育児の相談相手とし
て配偶者、自分や配偶者の親、友人・知人、医師
などが選ばれていることが示されたが、本研究で
はさらに進めて、どのような内容の相談を誰にす
るのかということに注目して調査を行った。また、
育児の相談をした結果、どの程度安心感が得られ
たのかについても検討した。
　本研究は、親が楽しく子育てをするためにはど
のようなこと（要因）が必要なのかということを
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検討するために著者らが立ち上げた「ままぽっと
プロジェクト」において行われた質問紙調査の一
部を分析し発表するものである。埼玉県Ａ市保健
センターに乳幼児健康診査（以下、乳幼児健診）
で訪れる乳幼児（４ヶ月児、１歳６ヶ月児、３歳児）
の保護者を対象とし、月齢ごとの比較も行った。

２．方法

　埼玉県内Ａ市の保健センターにて行われている
乳幼児健診に来所した乳幼児の母親・父親を対象
に質問紙調査を実施した。調査は2011年と2012年
の２回実施された。今回は１回目の調査（母親対
象）のデータのみ分析に使用した。
⑴　対象者
　2011年の調査は４月はじめから６月半ばまでに
乳幼児健診に訪れた母親全員に配布された（ごく
少数ながら、受け取りを拒否された例があった）。
４か月児、１歳６ヵ月児、３歳児健診それぞれに
おいて、調査票を各200部準備し、すべての配布
が終わるまで続けた。本論文では紹介しないが、
質問紙調査に協力された方のなかから10名程度の
方には別途インタビュー調査にご協力いただいた

（久保，2012；坂本，2013参照）。
　回収され、不備な点がある回答を除いた有効回
答数は、４か月児の母親が80名、１歳６ヵ月児の
母親が58名、３歳児の母親が59名であった。
　職業については、それぞれ以下の通りであ
る。４か月児の母親については、専業主婦43名

（54.4%）、会社員などの常勤職27名（34.2%）、
派遣・委託社員３名（3.8%）、パートタイム・
アルバイト１名（1.3%）、自営業・家族従業５
名（6.3%）、１歳６ヵ月児の母親については、専
業主婦36名（62.1%）、会社員などの常勤職11名

（19.0%）、パートタイム・アルバイト５名（8.6%）、
自営業・家族従業６名（10.3%）、３歳児の母親
については、専業主婦34名（57.6%）、会社員な

どの常勤職８名（13.6%）、派遣・委託社員３名
（5.1%）、パートタイム・アルバイト12名（20.3%）、
自営業・家族従業２名（3.4%）であった。
　４か月児の母親で会社員などの常勤職、派遣・
委託社員、パートタイム・アルバイトの人は調査
時点で１名を除き育児休暇（育休）を取っていた。
自営業・家族従業の人は全員が仕事を続けてい
た。１歳６ヵ月児の母親については、会社員など
の常勤職、パートタイム・アルバイトの人の中で
仕事を続けている人が11名、育休を取っている人
が６名であった。また、自営業・家族従業の人で
は、仕事を続けている人が４名、育休を取ってい
る人が２名であった。３歳児の母親では、会社員
などの常勤職、派遣・委託社員、パートタイム・
アルバイトの人で仕事を続けている人が21名、育
休中の人が２名であり、自営業・家族従業の人で
は、仕事を続けている人が２名であった。
⑵　調査票の構成
　2011年の調査では調査票に、子どもの気質尺
度（武井・寺崎・門田，2007を参考に作成）、育
児ストレッサ―・ストレス尺度（手島・原口，
2003）、育児不安尺度（手島・原口，2003を参考
に作成）、母親の気質尺度（ベネッセ次世代育成
研究所「第１回妊娠出産子育て基本調査報告書」
ベネッセコーポレーション，2007）、育児環境に
ついて（ベネッセ次世代育成研究所「第１回妊娠
出産子育て基本調査報告書」ベネッセコーポレー
ション，2007を参考に作成）、精神健康調査票（28
項目の短縮版： GHQ-28）（日本語版：中川・大坊，
1995）を含んでいた。
　本研究では育児環境に関する部分を分析した。

「次のような子育てについての悩みや不安を相談
したことがありますか。『ある』と答えた方は、
その相手に相談したことによってどのような気持
ちになりましたか」と教示し、以下の７つの内容
について質問した。４か月児については、「１．
発育（身長や体重など）・発達（首の座りなど）
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について」、「２．生活のリズム（睡眠・排泄など）
について」、「３．子どもの遊び場（公園・支援セ
ンターなど）の情報について」、「４．母乳やミル
クのことについて」、「５．病気（風邪など）やア
レルギーについて」、「６．子どもの性質や性格に
ついて」、「７．子どものしつけについて」の７つ
それぞれについて、以下の相手に相談したことが
あるかどうかについて問い、あれば相談した結果
どのような気持ちになったかを「１．不安になっ
た」、「２．どちらでもない」、「３．安心した」の
中から選んでもらった。相談の相手としては、「配
偶者」、「あなたの親（自分の親）」、「配偶者の親」、

「きょうだいや親戚」、「友人・知人」、「子育てサー
クルの仲間」、「インターネット上の仲間」、「保育
士・幼稚園教諭」、「産婦人科・小児科の医師・看
護師・助産師」、「保健師」、「市区町村・民間の子
育てサービス窓口の人」、「近所に住む子育て経験
のある人」の12種類を設定した。１歳６ヵ月児と
３歳児の相談の内容は概ね４ヵ月児と同じであっ
たが、項目１と４については、「１．発育（身長
や体重など）・発達について」と「４．歯みがき
やトイレットトレーニングについて」としたよう
に、発達段階に合った内容や表現に変更した。相
談相手や気分の変化については、４ヵ月児とまっ
たく同じ項目や選択肢を設定した。
⑶　手続き
　調査票はＡ市保健センターで行われている乳幼
児健診において配布された。乳幼児健診を終えた
付添いの保護者（ほとんどが母親）に調査の趣旨
を説明し、協力の意志を示した方に調査票の入っ
た封筒を手渡した。封筒には調査依頼書、調査票、
返信用封筒、インタビュー調査への協力依頼書、
謝礼のグッズを封入した。
 調査は無記名で実施した。調査票は同封の返信
用封筒にて郵送してもらった。
⑷　倫理的配慮
　調査に関しては配布時に簡単に調査の趣旨を説

明し、配布を承諾した方のみに調査票を手渡した。
また、調査依頼書に調査の趣旨についての詳細を
記述し、研究責任者の連絡先を記した。
　調査票には、回答は任意であること、答えたく
ない項目には答えなくてもよいことなどを記し、
調査に同意する方のみ回答、郵送してもらうよう
教示した。GHQ-28は現票を購入して使用したが、
採点欄が部分的に簡易に糊付けされており、すき
まから下位尺度名などが見えてしまうため、採点
表の部分を切り取って調査票に添付した。また同
尺度については氏名や生年月日、連絡先などの記
入欄があり、記入してもらわないようにするため
に記入欄に斜線を引きその旨わかるようにした。
　調査の結果については次回の健診時に全体の結
果を配布する旨を記述した（現時点ですべての月
齢について配布を終了している）。その他、調査
票やデータの扱いは日本心理学会倫理規定に従っ
た。

３．結果

　相談内容ごと、月齢ごとに、相談相手となった
割合の高い順に５つをTable１に示した。それぞ
れの割合（%）とその相手に話してどのような気
分になったかの平均値および標準偏差も同表に示
した。

４．考察

　どの月齢でも相談相手としてもっとも選ばれて
いるのは配偶者であった。しかし相談の内容に
よってその順位は異なる。例えば「しつけについ
て」は圧倒的に配偶者が選ばれる率が高い。こ
れは、しつけは家庭で両親がある程度同じ方針を
もっておこなうべきだという考えがあるためでは
ないかと考えられる。
　自分の親に相談するとする回答も多かった。相
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手は多くの場合、おそらく母親ではないかと推測
される。配偶者同様、内容によってその順位は異
なるが、配偶者ほど内容に依存せずに相談相手と
して選ばれているようである。実の母親は子育て
の先輩として頼りがいがあることが多いのだろ
う。
　配偶者の親にも比較的高い割合で相談している
が、自分の親ほどではなく、それほど割合が高い
とはいえない。また、相談した結果、安心感を得
られるかどうかについても、ばらつきが大きいよ
うである。
　きょうだいや親戚は相談相手として選ばれにく
いと予測していたが、予測と異なり「きょうだい・
親戚」に相談する割合もかなり高かった。姉や妹
がすでに出産・子育てをしている場合には、とく
に相談しやすい相手なのかもしれない。
　友人・知人についても、相談内容によっては配
偶者や自分の親と同じくらい相談することが多い
相手となっていた。相談した結果の気分の変化も
ばらつきが小さい傾向にあり、おそらく自分に
とって快適な回答を示してくれる人を選択して相
談している可能性があると考えられる。同年代の
友人の場合には、自分と同じように育児中である
場合も多いであろうし、「ママ友」ということば
があるように、母親になったことで友だち関係に
なるという人もいるだろう。同じような環境にあ
る人は同じような悩みをもちやすく、共感や問題
の共有が起こりやすいのだろう。
　病気や生活のリズムに関することは、内容が内
容だけに医師や看護師も相談相手に選ばれてい
た。そして、医師などに相談した場合には、相談
した結果安心感が得られ、また安心感が得られる
かどうかのばらつきもとても小さい。しかし、明
らかに医師に相談するのが妥当である（病気など）
場合でも、上位に選ばれたのはどの月齢でも配偶
者と自分の親である。これは、病院に行くかどう
かをひとまず身近な人に相談し、その後の行動を

決めているのではないかと考えられる。
　保健師については、もっと相談されていると予
測していたのだが、相談相手として選ばれること
は少なかった。これはアクセスのしにくさが問題
なのではないだろうか。今後、行政として、保健
センターを活用できるような環境を整えていくこ
とが課題となるのではないかと考えられる。
　遊び場の情報などは、友人や育児サークルの仲
間が相談相手として多く選ばれていた。同じ環境
に置かれているため情報量も多く、上手に情報交
換をしていることがうかがえる。
　月齢が上がると、保育士や幼稚園教諭に相談す
ることも多くなってくる。これは、母親が育児休
暇を終え保育園に入園したり、２歳児から入れる
幼稚園に入園することもでてきて、高月齢の幼児
については、保育士などは母親が気軽に相談でき
る相手だということだろう。お迎えの際などに気
になっていることを話してみることもでき、保健
師などと比較するとアクセスしやすい状況にある
といえるだろう。
　インターネット上で知り合った人への相談の割
合は低いものの、何人かの人には選ばれていた。
パソコンやスマートフォンの普及で、今後イン
ターネット上での相談は増えていくことが予想さ
れる。
　以上、本研究では、育児の相談相手として、先
行研究で示されたのと同様に、配偶者、祖父母、
友人が多く選ばれるという結果が示された。ま
た、相談内容や月齢の違いにより、相談相手が変
わってくることも明らかにすることができた。今
回は「看護師・助産師」を医師と同じカテゴリー
に入れ、「保健師」とは違うカテゴリーに入れて
質問してしまったが、アクセシビリティーを考え
ると、「看護師・助産師・保健師」は同じカテゴ
リーに入れて質問するのが妥当であろう。土江田
ら（2007）は妊娠、出産、産褥入院期に母親と助
産師との間に築かれた関わりがその後分断されて
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しまうことを憂いている。助産師を医師と同じカ
テゴリーに入れてしまったことで、この点をはっ
きりさせることができなかった点は今後の課題と
なろう。また、多くの人に相談できることが本当
に良いことなのか、つまりいろんな人に片っ端か
ら相談して一時の慰めを得るよりは、少ない相手
でも確実に安心感を得られるような相談相手をも
つことが大事なのかもしれない。今後その点に関
しても検討したい。
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Table１．相談相手と相談の効果の月齢ごとの比較
選択された
順　　　位

４ヶ月児の母親（N=80） １歳６ヶ月児の母親（N=58 ） ３歳児の母親（N=59）
相談相手 割合（%） 効果 相談相手 割合（%） 効果 相談相手 割合（%） 効果

　【１．発育・発達について】
１ 自分の親 71.3 2.8（.44） 配偶者 75.9 2.6（.55） 自分の親 66.1 2.7（.53）
２ 配偶者 67.5 2.7（.46） 自分の親 65.5 2.7（.57） 配偶者 64.4 2.5（.51）
３ 友人 55.0 2.9（.35） 友人 55.2 2.8（.40） 友人 52.5 3.0（.18）
４ 医師・看護師 50.0 3.0（.16） 医師・看護師 44.8 2.9（.43） 医師・看護師 40.7 3.0（.20）
５ 保健師 47.5 2.9（.27） 配偶者の親 41.4 2.6（.50） 保健師 40.7 2.9（.35）

　【２．生活のリズム（睡眠・排泄など）について】
１ 自分の親 63.8 2.7（.50） 配偶者 62.1 2.4（.56） 配偶者 69.5 2.6（.55）
２ 配偶者 61.3 2.6（.50） 友人 51.7 2.9（.25） 自分の親 61.0 2.7（.54）
３ 友人 47.5 2.9（.34） 自分の親 44.8 2.7（.53） 友人 50.8 2.8（.43）
４ 医師・看護師 32.5 3.0（.20） きょうだい 24.1 2.9（.36） 配偶者の親 28.8 2.6（.71）
５ 保健師 31.3 2.8（.47） 医師・看護師 24.1 2.9（.27） 保育士 28.8 2.8（.39）

　【３．子どもの遊び場（公園・支援センターなど）の情報について】
１ 友人 41.3 2.9（.36） 友人 63.8 2.8（.48） 友人 59.3 2.9（.29）
２ 配偶者 30.0 2.6（.50） 配偶者 29.3 2.6（.51） 配偶者 37.3 2.6（.49）
３ サークル仲間 18.8 2.9（.35） きょうだい 24.1 2.8（.43） 自分の親 16.9 2.7（.48）
４ 自分の親 15.0 2.8（.45） サークル仲間 24.1 2.8（.58） きょうだい 15.3 2.9（.33）
５ 保健師 12.5 2.8（.42） 自分の親 19.0 2.4（.51） サークル仲間 13.6 2.6（.74）

　【４．母乳やミルクのことについて】（４ヶ月児）【４．歯みがきやトイレトレーニングについて】（１歳６ヶ月児・３歳児）
１ 自分の親 63.8 2.8（.50） 配偶者 56.9 2.4（.60） 配偶者 71.2 2.6（.50）
２ 医師・看護師 56.3 3.0（.21） 友人 46.6 2.6（.63） 自分の親 54.2 2.6（.62）
３ 配偶者 53.8 2.6（.55） 自分の親 39.7 2.5（.67） 友人 52.5 2.8（.37）
４ 友人 46.3 3.0（.16） きょうだい 29.3 2.7（.61） きょうだい 28.8 2.7（.70）
５ 保健師 36.3 2.9（.41） 配偶者の親 19.0 2.6（.51） 保育士 25.4 3.0（.00）

　【５．病気（風邪など）やアレルギーについて】
１ 配偶者 61.3 2.6（.50） 配偶者 69.0 2.4（.66） 配偶者 71.2 2.5（.55）
２ 自分の親 58.8 2.7（.44） 自分の親 56.9 2.6（.60） 自分の親 62.7 2.5（.69）
３ 医師・看護師 48.8 2.9（.43） 医師・看護師 51.7 2.9（.25） 医師・看護師 54.2 2.9（.30）
４ 友人 27.5 2.8（.40） 友人 44.8 2.7（.53） 友人 35.6 2.7（.46）
５ 配偶者の親 22.5 2.4（.61） 配偶者の親 39.7 2.7（.56） きょうだい 27.1 2.7（.48）

　【６．子どもの性質や性格について】
１ 配偶者 70.0 2.7（.51） 配偶者 72.4 2.5（.50） 配偶者 81.4 2.6（.49）
２ 自分の親 60.0 2.7（.50） 自分の親 58.6 2.5（.56） 自分の親 76.3 2.6（.50）
３ 友人 30.0 2.8（.38） 友人 37.9 2.7（.46） 友人 52.5 2.8（.41）
４ 配偶者の親 26.3 2.7（.46） 配偶者の親 31.0 2.3（.69） きょうだい 37.3 2.7（.48）
５ 保健師 18.8 2.9（.52） きょうだい 25.9 2.5（.64） 保育士 33.9 2.7（.47）

　【７．子どものしつけについて】
１ 配偶者 60.0 2.7（.47） 配偶者 70.7 2.4（.63） 配偶者 81.4 2.5（.54）
２ 自分の親 46.3 2.8（.50） 自分の親 44.8 2.5（.65） 自分の親 67.8 2.5（.55）
３ 友人 32.5 2.8（.40） 友人 20.7 1.3（.47） 友人 49.2 2.8（.41）
４ 配偶者の親 25.0 2.7（.59） 配偶者の親 19.0 2.5（.67） きょうだい 32.2 2.8（.42）
５ きょうだい 17.5 2.9（.27） きょうだい 32.8 2.6（.69） 配偶者の親 27.1 2.4（.63）

相談後の気持の変化（効果）は、「１．不安になった」「２．どちらでもない」「３．安心した」で評価し、便宜上間隔尺
度として扱った
きょうだい＝きょうだいや親戚
友人＝友人・知人
サークル仲間＝子育てサークルの仲間
保育士＝保育士・幼稚園教諭
医師＝産婦人科・小児科の医師・看護師・助産師


